
ICT 活用 TIPS 空間図形描画アプリの活用 
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・座標空間上に図形を表示し、回転・拡大する 

ことができる。 

・変数を設定し、その値を変えることで図形の変化も表すことができる。 

それをどう使う（それで何ができる） 

 

○中学 数学（空間図形）○高校数学（空間のベクトルなど、空間図形の分野） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-After】 

【 Before 】 

○ 空間図形を書くのは、教員も、生徒も時間がかかる 

○ 図に表しても、生徒が空間図形をイメージするのが難しい。 

【 After 】 メリット 

○ 空間図形をきれいな図で表示し、動かすことによって、生徒は空間図形へ

のイメージを持ちやすくなる。 

○ 教科書には表示されていない空間図形の例や、オリジナルの空間図形も

容易に作成することができる。 

 


